
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
進路実現について 

                          校長 三浦 昭広 
   

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

進進路路だだよよりり  

                                                  都立町田の丘学園校長 三浦 昭広 

                              進路指導部 第１０号 令和７年３月１８日発行 

卒業生の皆さん、保護者の皆さま、ご卒業おめでとうございます。高等部を卒業した皆さんは、４

月から社会人です。皆さん一人一人が自分の進路先で自分らしく輝いてほしいです。 

また、在校生の皆さんは、引き続き、目標をもって元気に学校生活を送ってください。 

 

さて、本校では、学校経営計画に「進路指導の充実」という目標を掲げています。そして、「全生

徒の進路希望の実現」を位置付け、数値目標を進路実現１００％としています。 

今年度の高等部３年生の進路実現は概ね目標を達成しました。進路指導部が中心になり、保護者の

皆さまと担任が連携し、生徒のことを考えながら進路実現を目指して取り組んできました。これまで

の保護者の皆さまのご協力に感謝申し上げます。 

また、本校では、キャリア教育の推進と充実についても、保護者の皆さまと連携を図っているとこ

ろです。キャリア・パスポート（まちおかキャリパス）の活用及び小学部段階からのキャリア教育が

重要として、自分らしい「挨拶」「返事」の指導を図ることや、「係活動の一人一役」を実施してきま

した。児童・生徒一人一人に応じた係活動を行うことで、自己肯定感や自己有用感の向上を図ること

に努めました。このようなことがキャリア教育の大切な取り組みになっています。 

今後も、キャリア教育をはじめ、将来の自立と社会参加を目指した教育活動を充実させてまいりま

す。そして、進路実現を図っていきます。保護者の皆さまには、引き続きのご理解とご協力をよろし

くお願いいたします。 

 

＜内定通知書伝達授与式について＞ 

高等部３年生を対象に、内定通知書伝達授与式を行いました。内定をお祝いするとともに、校長か

ら内定通知書を受け取ることで、社会人としての意識を高めることを目的のひとつとしています。 

私から内定通知書を受け取った生徒は、とても嬉しそうに、そして誇らしい表情をしていました。

私からは、進路先で自分の役割を自分らしく果たすこと、これからも、自分らしい挨拶と返事をする

こと、人の話をよく聞くこと、健康に気を付けることなどについて話をしました。 

卒業生には、これからも目標をもって町田の丘学園で学んだことを生かし、元気に頑張ってほしい

と願っています。これからも応援しています。 

 

 



【進路学習会で身だしなみを学びました】 

 今年度も高等部3年生は3グループに分かれて身だしなみの基礎を学びました。ご家庭でも当日の

持ち物でご協力をいただき、ありがとうございました。ネクタイの締め方や整髪、洗顔、洗顔後のお

肌の整え方などを実習しました。また、POLAブランシェ立川様から講師をお招きしてメイクアップ

の基礎を学びました。メイクアップをしたグループでは、みんな真剣な表情でお話を聞き、少しずつ

変わっていくモデルの方の顔を見て歓声を上げたり、自分の顔をiPadで撮影したりしていました。帰

宅したお子様の姿を見て、驚かれた保護者の方もいらっしゃることでしょう。卒業後も自分で身だし

なみを整える習慣を大切にし、社会人らしいフレッシュな気持ちと姿で生活してください。 
 
 

 
 

 
 
 
 

～卒業生４７名進路先一覧（順不同・敬称略）～ 
 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

「「  一一般般事事業業所所（（企企業業等等））  」」   

 

＜知的障害教育部門＞  

【事務(軽作業)】バンダイナムコウィル、ケーユーホールディングス 

【小売・販売】カインズ 

【物流】オリックス・レンテック、ナックリフォームセンター  

【製造】日本パーカライジング 

【清掃・洗車等】小田急ビルサービス、ベネッセビジネスメイト、日研環境サービス 

【調理補助等】すかいらーくホールディングス、サイゼリヤ 

【介護、保育】合掌苑、町田自然幼稚園 

 

「「  福福  祉祉  」」  
＜肢体不自由教育部門＞ 

花の家、花の郷、なないろ、町田生活実習所、第2かたるべ社 

＜知的障害教育部門＞ 

シャロームの家、花の家、花の家 クッカ広場、こころみ、かがやき、ひかり療育園、サポートセンタ

ー町田とも、町田市大賀藕絲館、hanare、町田かたつむりの家、といろ、アプニス、ゆたかカレッジ、

ここのわ、HSCレスタブル、ファクトリーありのまま舎、原町田スクエア、alles liebe、しんわ、トラ

イフル、羽工房、プラスアルファ、ゆきわり会、支援センターソラール 

 

本年度も上記の事業所に加え、多くの事業所、町田市障がい福祉課、障がい者支援センター、計画相談支

援事業所、就労・生活支援機関など、さまざまな方々の御支援をいただきまして、心より御礼申し上げます。

また、新規や、障害者雇用を開始または再開される事業所が多く、本校の教育や生徒たちの様子に関心を 

もっていただいていると感じる機会が多かったです。今後も地域全体で、彼らを温かく見守っていただけ

れば幸いです。 

大きな期待とともに本校を飛び出していく卒業生には、社会の一員として今後更なる成長を見せて

くれることを期待しています。学校で友達や教員と一緒に学んだ知識や経験を、今後の生活の中で活

かしてほしいと思います。    

（進路指導担当一同） 


